
                              

【１． はじめに】 

 近年、太陽電池業界は著しく成長する中、

凄まじい価格競争の様相を呈している。ま

た、耐用年数を上げることで実質コストを

下げる動きがある。そこで太陽電池モジュ

ールへ長期保証が求められているが、その

部材であるバックシートも長期信頼性向上

が強く求められている。本稿では、市場の

要求に合致した低価格・高品質なバックシ

ートの開発について述べさせて頂く。 

【２．太陽電池用バックシート】 

  単結晶型、あるいは多結晶型の太陽電

池モジュールは図１のような構造をしてお

り、太陽電池用バックシート（以下 バッ

クシート）は裏面の保護部材として使用さ

れている。求められる性能としては、「耐加

水分解性」「耐ＵＶ性」「絶縁性」「封止材と

の密着性」など様々で、それらを併せ持つ

ため数種類のフィルムの積層体であるのが

一般的である。中でも、最外層フィルムに

は、地面からの照り返しを考慮して「耐Ｕ

Ｖ性」、外気からの湿熱の影響を考慮して

「耐加水分解性」が要求され、それらを満

たすためにフッ素系フィルムが広く用いら

れてきた。フッ素フィルムに変わる最外層

として、ＰＥＴフィルムが使用されている

がその耐久性が問題視され、広く用いられ

てはいなかった。 

 

   図１太陽電池モジュール断面図 

 

【３． 耐候性白 PETの開発】 

 前述のとおり、バックシートの最外層に

は、「耐加水分解性」、「耐UV 性」を有する

ことが求められる。フッ素フィルムからの

コストダウンとして、それらを有する耐候

性白 PETに着目した。 

耐 UV 性を持たせるために、一般的に白

色顔料を用いられるが、それら含有物によ

って一方の耐加水分解性が損なわれてしま

う。そのため、耐加水分解性と耐 UV 性を

併せ持つことは非常に困難であった。これ

らを併せ持つよう考慮し、開発を進めたも

のが耐候性白 PET“QA film”である。そ

の QA filmを最外層に持ち、コスト面・性

能面で市場のニーズにマッチしたバックシ

ートが“QPL”である。 
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【４． QPLの性能】 

 QPL の構成図を図２に示す。最外層に

QA、内層に PET、最内層にWLEフィルム

を有する構成である。最内層へは当社バッ

クシートの特長ともいえる WLE 層を有し

ており、「封止材との密着性」に優れている。

また、最外層のQAだけでなく、内層の PET

へもバックシート構成体として「耐加水分

解性」を持たせるように考慮して選定した

グレードを使用している。そのため、図３

に示すとおり、他社類似構成と比較して極

めて優れた耐加水分解性を有している。加

えて、前述のとおり QA を最外層に持つこ

とで、「耐UV性」に優れている。図４に示

すとおり、90kWh/m2 (300-400 nm)の紫外

線を照射されても、変色は⊿b*=2程度まで

抑えられている。これらは、他社類似構成

と比較しても類を見ないほどの高性能であ

り、これまでのフッ素フィルム構成のバッ

クシートと遜色ない性能を有しているとい

える。 

【５．おわりに】 

これまで述べてきた通り、太陽電池市場

は急激に変化しており、要求されるコス

ト・品質・性能はさらに厳しくなってきて

いる。今回開発した QPL構成は、現在多く

の顧客にご使用頂いている。一般的に最外

層はフッ素系フィルムが多く用いられてい

るが、PETフィルムで同等以上の性能を確

保出来たことを、より多くのユーザーに知

ってもらい、より広くご使用頂くことを期

待している。 
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図２ QPL構成図 

図３ QPLの耐加水分解性  

図４ QPLの耐UV性 

https://www4.nikkeikin.co.jp/ssl/Toyalquesdb.nsf/ques_Product?OpenForm
http://www.toyal.co.jp/tech_report/pdf/solar/tr_slr2015_010.pdf
http://www.toyal.co.jp/tech_report/pdf/solar/tr_slr2013_020.pdf

